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9月定例会のあらまし
平成24年度 一般・特別 各会計決算認定
一 般 質 問（10人が町政を質す）
総括質疑・請願・陳情・発議
委員会活動から
委員会合同視察・臨時会
一部事務組合 議会報告
し ら か ば



22 ささくくほほままちち議議会会だだよよりり

平成25年

月月月月月月月月月月月 定定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例例 会会会会会会会会会会会99999999999

認　

定

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
と
特

24

別
会
計
の
決
算
書
の
提
出
と
、

監
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
に
お
け
る
自
主
財
源
の

確
保
は
、
今
後
も
大
き
な
課
題

で
す
。

　

支
出
は
、
大
型
事
業
の
実
施

で
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り

一
層
の
圧
縮
節
減
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を

含
む
、
9
特
別
会
計
に
つ
い
て

も
、
認
定
を
し
ま
し
た
。

　
　

会
計
の
合
計
額
は
、

10
収
入
1
2
6
億
8
埀
0
0
0
万

円
。
支
出
1
2
3
億
4
埀
0
0

0
万
円
。
実
質
収
支
額
2
億
8

埀
0
0
0
万
円
。

「
債
権
管
理
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定

　

自
治
体
の
扱
う
双
方
の
契
約

行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
私
法

上
の
債
権
の
適
切
な
管
理
を
行

う
た
め
の
条
例
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
延
滞
金
の
割
合
を
改
正
。

「
税
外
収
入
金
に
対
す
る
手
数

料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
」
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
一
部
改
正
に
伴
う

延
滞
金
の
割
合
を
改
正
。

「
新
規
就
農
研
修
セ
ン
タ
ー
条

例
」
の
一
部
改
正

　

第
一
次
産
業
従
事
者
の
支
援

を
農
林
水
産
業
に
広
げ
、
拡
充

し
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
。

「
林
道
の
設
置
及
び
管
理
条
例
」

の
一
部
改
正

条　

例

　

県
営
林
道
田
口
十
石
峠
線
の

延
長
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
、
補
正

25

予
算
（
補
正
第
２
号
）

　

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
6
埀
0

2
6
万
3
千
円
を
追
加
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
２
号
）

　

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
8
0
6

万
4
千
円
を
追
加
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
補
正
第
1
号
）

　

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
7
6
4

万
円
を
追
加
。

老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
２
号
）

　

収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
3
0
0

万
円
の
減
額
。
こ
れ
は
一
般
会

計
か
ら
の
借
入
れ
で
す
。

予　

算

平
成　

年
度
佐
久
穂
町
健
全
化

24

判
断
比
率
に
つ
い
て

　

実
質
赤
字
、
連
結
実
質
赤
字
、

実
質
公
債
費
、
将
来
負
担
、
各

比
率
と
も
健
全
に
推
移
。

平
成　

年
度
佐
久
穂
町
資
金
不

24 報　

告

足
比
率
に
つ
い
て

　

病
院
事
業
を
含
む
5
事
業
会

計
と
も
、
資
金
不
足
比
率
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他

佐
久
穂
町
の
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
変
更

　

平
川
原
辺
地
整
備
計
画
に
、

「
町
道
神
明
線
改
良
事
業
」
を

追
加
。

町
道
路
線
の
認
定

　

高
野
町
小
山
線
支
線
3
号

　

千
ヶ
日
向
線
支
線　

号
10

一
般
質
問

　

新
人
7
名
を
含
め
、　

名
の

10

質
問
者
に
よ
り
、
町
の
姿
勢
を

問
い
ま
し
た
。

請
願
（
１
件
）

　

第
4
号　
「
憲
法　

条
の
発

96

議
要
件
緩
和
に
反
対
す
る
請
願
」

陳
情
（
１
件
）

　

第
1
号　
「
森
林
吸
収
源
対

策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め

の
意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
」

　

各
常
任
委
員
会
へ
付
託

発
議
（
２
件
）

　

陳
情
第
1
号
と
、「
道
州
制
導

入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書
」

の
提
出

定定
例例
会会
のの
ああ
らら
まま
しし
・・
町町
のの
動動
きき
なな
どど

　
「
暑
い
よ
う　

」
!?

四
国
、
四
万
十
市
で
、
国
内
最

高
気
温
を
記
録
、
日
本
全
体
が

熱
帯
地
域
化
し
た
今
夏　
!?

　

た
だ
、
町
長
招
集
あ
い
さ
つ

で
、
高
原
に
涼
を
求
め
る
人
が

多
く
、
駒
出
池
キ
ャ
ン
プ
場
の

来
場
者
、
前
年
度
比
「
増
」、
さ

ら
に
野
菜
等
、
農
産
物
の
高
水

準
で
の
推
移
な
ど
、
良
好
な
面

も
多
々
あ
る
と
の
報
告
。

　

第
8
回
議
会
定
例
会
が
9
月

5
日
開
会
、　

日
の
採
決
ま
で

18

　

日
間
の
会
期
で
、
各
種
審
議

14が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
健
康
管
理
事
業
年
報
」
と
「
お

か
ず
ス
ー
プ
レ
シ
ピ
」
の
2
冊

の
冊
子
作
成
で
す
。

　

全
戸
配
布
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

教
材
と
し
て
継
続
的
に
活
用
し

て
、
活
動
の
一
助
に
し
て
い
き

ま
す
。

　

本
定
例
会
ま
で
に
執
行
、
挙

行
さ
れ
た
事
項
及
び
予
定
。

一
、
成
人
式
、
1
3
3
名

　
　
（
8
・　

）
15

一
、
防
災
訓
練　

全
町
民

　
　
（
9
・
1
）

一
、
水
資
源
保
全
サ
ミ
ッ
ト

　
　
（　

・
5
）

10

一
、「
佐
久
穂
町
子
ど
も
子
育

　
　

て
支
援
計
画
」
審
議
会

　
　
（
8
・　

）
29

一
、
中
学
生
の
「
ホ
ー
ム
ス
テ

　
　

イ
事
業
」
の
実
施

　
　
（
8
・
1
よ
り
8
・
9
ま
で
、

　
　

生
徒　

名
）
な
ど
で
す
。

17

　

上
程
議
案
は
、
認
定
案
・
条

例
案
・
予
算
案
・
報
告
・
そ
の

他
合
わ
せ
て　

件
で
す
。

23

　

会
期
末
日
の　

日
に
、
全
て

18

に
お
い
て
認
定
、
ま
た
は
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
追
加
議
案
と
し
て
、

「
佐
久
穂
町
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
補
正
第
一
号
）」
を
可

決
し
ま
し
た
。

会期：平成25年9月5日
　　　〜9月18日
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平平成成2244年年度度 決算を認定しまし決算を認定しましたた

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
各

決
算
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果

そ
れ
ぞ
れ
を
認
定
し
ま
し
た
。

収
入
決
算
額

　
　

億
7
埀
2
1
1
万
1
千
円

92
支
出
決
算
額

　
　

億
5
埀
8
3
1
万
5
千
円

89
翌
年
度
繰
越
額

　

6
埀
0
1
2
万
3
千
円

剰
余
金

　

2
億
5
埀
3
6
7
万
2
千
円

（
内
、
次
年
度
繰
越

　

1
億
3
6
7
万
3
千
円

　

基
金
積
立
1
億
5
埀
0
0
0

　

万
円
）

　

平
成　

年
度
比
で
み
る
と
収

23

入
で
、　

億
4
埀
3
7
4
万
8

11

千
円
の
増
額
で
す
。
こ
れ
は
合

併
特
例
事
業
債
、
教
育
費
国
庫

負
担
金
等
が
主
で
す
。

支
出
も
、　

億
4
埀
9
0
1
万

11

8
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
統
合
小
中
学
校
整
備
事

業
費
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
の
基
盤
は
税
金
で
あ
り
、

町
税
の
調
整
額　

億
9
埀
4
8

11

8
万
6
千
円
に
対
し
、
収
納
率

は
前
年
度
比
同
率　

％
で　

億

89

10

6
埀
2
7
8
万
4
千
円
で
し
た
。

ま
た
、
教
育
債
を
主
と
し
た
合

併
特
例
事
業
債
が
7
億
5
埀
3

7
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
は
、
統
合
小
中
学
校
調

整
事
業
に
よ
る
教
育
費
が
前
年

度
比 　

億
4
埀
6
2
1
万
2

12

平
成
24
年
度
決
算

千
円
増
加
の　

億
2
埀
5
0
2

20

万
8
千
円
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

収
入
、
支
出
と
も
前
年
比
約

　

億
円
の
増
加
と
大
き
な
変
動

11と
な
り
ま
し
た
が
、
共
に
統
合

小
中
学
校
整
備
事
業
が
要
因
と

い
え
ま
す
。

噛
一
般
会
計
噛

噛
特
別
会
計
噛

　

ス
キ
ー
場
運
営
を
主
と
す
る

索
道
事
業
特
別
会
計
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
、　

年
23

度
比
約　

％
増
の
3
埀
9
5
8

15

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

　

年　

月
の
中
央
自
動
車
道
笹

23

12

子
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
が
、
来

場
者
数
減
少
に
影
響
し
た
の
で

は
な
い
か
と
、
検
証
さ
れ
ま
し

た
。
施
設
の
老
朽
化
や
ス
キ
ー

人
口
の
減
少
も
あ
り
、
注
意
深

く
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
健
全

な
運
営
の
推
進
を
望
む
も
の
で

す
。

一般会計
収 入

92億7,211万円
支 出

89億5,832万円

そ の 他
10.8 %

（968,224）

公債費
15.1 %

（1,351,122）

教 育 費 
22.6%

（2,025,028）

土 木 費 
9.9 %

（889,043）

衛 生 費 
7.9 %

（704,271）

民 生 費 
15.8 %

（1,419,315）

議 会 費
0.9 %

（76,357）

町　　税
11.5 %

（1,062,784）

地方交付税
45.0 %

（4,173,826）

町　　債
18.0 %

（1,669,775）

そ の 他
14.1%

（1,304,944）

国・県支出金
11.4%

（1,060,780）

総 務 費
7.9 %

（709,705）

農林水産費 
3.5 %

（311,361）

商 工 費 
2.8 %

（249,658）

消 防 費 
2.8%

（254,227）

（単位：千円）

（単位：千円）
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一
般
質

一
般
質
問

一
般
質

一
般
質
問

一
般
質
問

佐久穂町地域防災計画では非常に
大きな被害想定となっているが?
　　町が全てのことに対応するのは困難、自助共助
　　の重要性や、防災知識の普及を進めていきます

髙　橋　康　徳

町長

問問　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

町町
長長　

町
が
す
べ
て
の
事
に
対

応
す
る
の
は
困
難
で
す
。

自
助
共
助
の
重
要
性
や
、
災
害

時
に
取
る
べ
き
対
応
等
、

防
災
知
識
の
普
及
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

総
務
課

総
務
課
長長　

町
民
の
生

命
財
産
を
守
る
こ
と
は
、

行
政
の
最
大
の
責
務
で

あ
り
、
行
政
の
機
能
低

下
を
最
小
限
に
抑
え
ま

す
。

問問　

災
害
発
生
時
の
対

策
本
部
と
な
る
、
役
場

の
機
能
維
持
は
。

備蓄用食糧と毛布

災
害
時
対
応
に
つ
い
て

問問　

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
形

態
を
見
直
す
時
期
な
の
で
は
。

総
務
課

総
務
課
長長　

繰
り
返
し
の
訓
練

が
重
要
で
あ
る
が
、
災
害
に
強

い
町
を
作
る
た
め
、
地
区
と
町

が
一
体
に
な
っ
た
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

総
務
課

総
務
課
長長　

佐
久
・
八
千
穂
両

庁
舎
と
も
、
震
度
5
強
以
上
で

倒
壊
、
崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
。

庁
舎
自
体
を
行
政
改
革
大
綱
を

作
成
し
て
い
く
中
で
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
非
常
用
電
源
・

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
、
拡
充

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問　

中
枢
的
な
避
難
場
所
へ
の

発
電
機
や
、
非
常
用
食
料
等
の

設
置
備
蓄
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課

総
務
課
長長　

水
と
毛
布
は　

年
22

度
か
ら
、
食
料
は　

年
度
か
ら

24

備
蓄
を
始
め
て
い
る
が
、
現
状

は
一
ヶ
所
で
保
管
さ
れ
て
い
る

の
で
、
分
散
に
よ
る
保
管
方
法

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
大
綱
に

　
　

若
い
職
員
の
意
見
を

　
　
　
　
  
若
い
職
員
ほ
ど
行
革
意
識
が
強
い

　
　
　
　
  
是
々
非
々
で
挑
み
ま
す

井　

出　

正　

臣

問問　

6
月
定
例
会
で
も
質
問
し

た
が
、
行
政
改
革
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町町
長長　

過
去
に
実
施
し
て
き
た

削
減
型
の
行
革
か
ら
、
町
の
活

性
化
へ
と
つ
な
が
る
、
集
中
的

投
資
型
の
行
革
に
変
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
組

織
改
革
を
含
め
た
、
行
財
政
改

革
大
綱
策
定
を
新
た
に
行
い
ま

す
。

問問　

行
財
政
改
革
大
綱
と
は
。

総
務
課

総
務
課
長長　

既
に
策
定
さ
れ
て

い
る
総
合
計
画
に
関
し
て
検
証

し
、
重
点
集
中
化
、
削
減
と
補

完
を
行
い
、
こ
れ
を
実
施
す
る

た
め
の
更
な
る
計
画
で
す
。

問問　

特
別
職
・
幹
部
職
で
構
成

さ
れ
た
行
革
推
進
本
部
が
設
置

さ
れ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
若

い
職
員
の
意
見
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
課
長長　

若
い
職
員
ほ

ど
現
状
の
体
制
に
疑
問
を
持
ち
、

行
革
意
識
が
強
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
部
の
一
員
と
し
て
こ

れ
を
受
け
止
め
、
是
々
非
々
で

挑
み
た
い
と
思
い
ま
す

行
政
改
革
に
つ
い
て

経
済
政
策
に
つ
い
て

問問　

商
品
券
事
業
を
縮
小
し
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
経
済
活

性
化
を
実
施
で
き
な
い
か
。

町町
長長　

商
品
券
に
関
し
て
は
、

現
状
が
ベ
ス
ト
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
山
林
や
水
と
い
っ
た

資
源
を
活
か
す
こ
と
や
、
地
震

に
強
い
地
域
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行

う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課
長長　

企
業
の
方
々

が
、
商
品
券
利
用
に
対
す
る
積

極
的
な
宣
伝
活
動
や
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
事
に
よ
り
、
更
な
る
経

済
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問問　

活
力
あ
る
民
間
団
体
を
支

援
し
、
財
政
負
担
軽
減
、
地
域

活
性
化
が
で
き
な
い
か
。

町町
長長　

行
財
政
改
革
で
の
仕
分

け
に
よ
り
生
ま
れ
た
財
源
を
使

い
、
新
た
に
提
案
公
募
型
補
助

金
制
度
の
創
設
が
で
き
な
い
か
、

検
討
す
る
予
定
で
す
。

行
革
本
部
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問問　

他
に
も
様
々
な
計
画
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
や
位

置
づ
け
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

町町
長長　

佐
久
穂
町
総
合
計
画
が

最
上
位
に
あ
り
、
こ
れ
を
補
完

す
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。

問問　

策
定
の
準
備
段
階
か
ら
、

町
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

て
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課

総
務
課
長長　

広
報
9
月
号
に
、

大
綱
策
定
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
懇
談
会
な

ど
意
見
集
約
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

第一次行財政改革大綱策定にあたっ
ては、町民との合意形成が大切では
　　準備段階から意見集約をしながら進めます

高見澤　研　二

町長

第
一
次
行
財
政
改
革

大
綱
策
定
に
つ
い
て

国
保
会
計
に
つ
い
て

問問　

不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

借
り
入
れ
、
次
年
度
に
返
済
す

る
や
り
方
は
、
根
本
解
決
で
は

な
い
。
具
体
的
な
計
画
を
立
て

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町町
長長　

不
足
分
に
つ
い
て
、
や

む
を
得
ず
借
り
入
れ
で
対
応
し

て
い
る
が
、
本
来
は
国
が
手
当

を
す
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

問問　

実
際
の
お
金
の
動
き
か
ら

見
て
も
、
繰
り
入
れ
で
処
理
し

た
ほ
う
が
、
良
い
の
で
は
な
い

か
。

町町
長長　

法
定
外
の
繰
り
入
れ
は

し
ま
せ
ん
が
、
国
保
の
制
度
を

守
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
国
に

対
し
て
負
担
増
を
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

臼
石
荘
再
開
に
向
け
て

の
進
行
状
況
に
つ
い
て

問問　

再
開
が
遅
れ
て
い
る
が
、

原
因
は
何
か
。

町町
長長　

指
定
管
理
者
の
準
備
不

足
や
、
施
設
整
備
の
遅
れ
な
ど

が
主
な
原
因
で
す
。

問問　

料
理
人
に
つ
い
て
、
そ
の

後
、
進
展
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課
長長　

良
い
方
向
で

ま
と
ま
り
そ
う
で
す
。

問問　

周
辺
の
自
然
環
境
と
、
ど

の
様
に
関
連
さ
せ
て
行
く
の
か
。

町町
長長　

臼
石
荘
を
重
要
な
拠
点

と
考
え
、
周
辺
の
整
備
を
進
め
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
行
き

ま
す
。

子
育
て
支
援
の
た
め
、病
児
・
病
後
児

保
育
の
施
設
を
町
内
に

　
　
　
　
  　

働
き
な
が
ら
子
育
て
で
き
る

　
　
　
　
  　

環
境
を
整
え
た
い倉　

澤　

陽　

一

問問　

病
児
、
病
後
児
保
育
の
、

町
の
現
状
は
。

町町
長長　

病
児
は
浅
間
病
院
、
病

後
児
は
岸
野
保
育
園
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
町
内
住
民
の
利
用

は
な
い
。
遠
距
離
が
理
由
と
思

い
ま
す
。

問問　

子
育
て
支
援
事
業
は
、
将

来
へ
の
投
資
。
町
の
考
え
は
。

町町
長長　

仕
事
と
家
庭
が
両
立
で

き
る
た
め
に
、
子
育
て
支
援
事

業
に
盛
り
込
む
予
定
で
す
。

こ
ど
も
課

こ
ど
も
課
長長　

病
児
対
応
の
実

態
等
、
総
合
ニ
ー
ズ
調
査
で
町

町
長

の
方
策
を
見
い
出
し
た
い
。

問問　

子
育
て
審
議
会
の
進
捗
状

況
は
。

こ
ど
も
課

こ
ど
も
課
長長　

8
月　

日
、　
29

14

名
の
委
員
で
2
年
間
の
任
期
で

ス
タ
ー
ト
。
ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
を
素
案
と
し
て
、
審
議
会
で

審
議
、
一
年
間
で
答
申
予
定
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て

問問　

町
営
住
宅
の
利
用
状
況
は
。

総
務
課

総
務
課
長長　
　

%
〜

90

　

%
で
す
。

95問問　

収
入
と
支
出
は
。

総
務
課

総
務
課
長長　

家
賃
と

補
助
金
で
9
埀
2
1

5
万
円
、
支
出
は
7

5
1
万
円
で
す
。

問問　

住
宅
の
売
却
は
、
考
え
ら

れ
な
い
か
。

総
務
課

総
務
課
長長　
　

年
を
超
え
れ
ば

30

可
能
で
す
が
、
特
定
の
個
人
へ

の
利
益
供
用
行
為
と
な
り
、
法

に
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

問問　

十
角
台
団
地
の
家
賃
が
、

他
の
住
宅
に
比
べ
高
い
が
、
下

げ
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課

総
務
課
長長　

公
営
住
宅
法
に
基

「元気に育て、未来っ子!「元気に育て、未来っ子!」」

づ
い
て
、

所
得
金
額

に
応
じ
た

家
賃
に
な

っ
て
い
ま

す
。
何
年

た
っ
て
も
、

こ
の
法
律

で
行
い
ま

す
。
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都市計画制度を町独自の条例
制定に転換できないか
　　国の仕組みが都市計画中心である、従来どおり
　　では町の将来にとってよくないと思う

佐々木　正　雄

町長

問問　

都
市
計
画
制
度
の
取
り
組

み
経
緯
は
。

町町
長長　

平
成　

年
度
か
ら
都
市

18

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
が

開
始
さ
れ
、
平
成　

年
度
に
、

22

佐
久
穂
町
都
市
計
画
審
議
会
を

設
置
し
、
具
体
的
な
作
業
に
入

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

問問　

開
発
規
制
は
既
定
の
条
例

で
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
、
建

築
基
準
法
を
盛
り
込
ん
だ
、
町

独
自
の
条
例
を
制
定
す
る
等
の

転
換
は
、
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町町
長長　

今
、
国
の
仕
組
み
そ
の

も
の
が
都
市
計
画
の
中
で
動
い

て
い
る
状
況
で
、
今
ま
で
ど
お

り
で
は
、
町
の
将
来
に
と
っ
て

よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

問問　

都
市
計
画
区
域
指
定
と
並

行
し
、
空
き
家
対
策
条
例
の
制

定
を
、
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

町
の
財
政
状
況
・
町
内
施
設

の
運
営
状
況
は

　
　
　
　
  　

現
状
の
財
政
状
況
は
堅
調
に

　
　
　
　
  　

推
移
し
て
い
る

倉　

澤　

治　

貴

問問　

町
の
財
政
状
況
は
。

町町
長長　

町
の
財
政
状
況
は
、
合

併
に
よ
る
特
例
措
置
や
臨
時
経

済
対
策
に
よ
る
交
付
金
に
よ
り
、

堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
歳

入
全
体
の
半
分
近
く
を
、
地
方

交
付
税
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
特
例
措
置
は
段
階
的
に

減
少
し
ま
す
。
一
方
で
橋
梁
の

補
修
、
小
中
学
校
の
跡
地
利
用
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
等
、

大
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

社
会
保
障
経
費
の
増
大
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
財
政

的
に
厳
し
く
な
る
と
想
定
さ
れ

ま
す
。

町
長

問問　

町
内
施
設
の
運
営
は
、
閉

鎖
も
含
め
た
抜
本
的
経
営
改
善

が
必
要
で
は
。

町町
長長　

施
設
運
営
は
、
町
民
に

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
最
小
の

経
費
で
提
供
す
る
た
め
、
人
件

費
や
経
費
の
削
減
に
継
続
し
て

努
め
ま
す
。

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課
長長　

臼
石
荘
に
つ

い
て
は
、
新
し
い
指
定
管
理
者

の
も
と
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
準

備
中
。
管
理
運
営
に
は
、
協
定

改
定
も
含
め
柔
軟
に
対
応
し
ま

す
。
八
千
穂
高
原
ス
キ
ー
場
に

つ
い
て
は
、
明
確
な
経
営
方
針

を
も
っ
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

病
院
事
務

病
院
事
務
長長　

医
業
収
益
を
上

げ
る
と
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
の
医
療
費
も
上
が
る
の
で
、

そ
の
整
合
性
の
中
で
町
民
に
と

っ
て
よ
い
医
療
を
提
供
し
つ
つ
、

単
体
で
の
経
営
健
全
化
に
向
け

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問問　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
、
も
っ

と
予
算
を
割
く
べ
き
で
は
。

町町
長長　

町
民
の
要
望
を
全
て
受

け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
区
長
を
通
し
た
要
望

が
、
事
業
化
さ
れ
る
仕
組
み
を

理
解
願
い
た
い
。

条例制定のお知らせ

教
育
委
員
会
の
定
例
会
は

問問　

町
教
育
委
員
会
定
例
会
の

会
議
開
催
告
知
と
、
年
度
別
会

議
傍
聴
者
数
は
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

町
民
へ
の
告
知

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
改
善

策
と
し
て
、
会
議
開
催
日
時
及

び
会
議
結
果
に
つ
い
て
、
広
報

「
さ
く
ほ
」
で
、
町
民
に
お
知

ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

問問　

開
か
れ
た
教
育
委
員
会
を

展
開
す
る
方
策
と
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
等
の

導
入
に
つ
い
て
考
え
は
。

教
育
教
育
長長　

統
合
小
中
学
校
で
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
導
入
を
検
討

し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆
様

に
は
、
そ
の
お
手
伝
い
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八千穂高原スキー八千穂高原スキー場場

か
。

総
務
課

総
務
課
長長　

　

こ
れ
も
含

め
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
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問問　

統
合
へ
の
児
童
・
生
徒
の

要
望
や
、
不
安
へ
の
対
応
は
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

統
合
に
よ
る
環

境
の
変
化
か
ら
児
童
・
生
徒
が

不
安
を
生
じ
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

徹底した小中一貫教育を目指し
教育課程特例校への考えは
　　小中一貫教育はこの地のモデルと
　　なるよう取り組んでいる

小宮山　雅　則

町長

一
貫
教
育
に
つ
い
て

問問　

徹
底
し
た
小
中
一
貫
教
育

を
目
指
し
、
教
育
課
程
特
例
校

へ
の
考
え
は
な
い
か
。

町町
長長　

子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち

を
支
え
る
環
境
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
域
に
根
ざ
し

た
教
育
活
動
や
教
師
の
専
門
性

を
生
か
し
た
指
導
、
独
自
の
英

語
教
育
の
導
入
な
ど
特
色
の
あ

る
教
育
を
進
め
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
つ
な
が
る
、
ふ
る
さ
と
学

習
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問問　

文
部
科
学
省
の
定
め
る
学

習
指
導
要
領
の
範
囲
内
で
、
一

貫
教
育
を
構
築
さ
れ
た
見
解
は
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

総
合
的
な
学
習

時
間
等
の
中
で
外
国
語
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
計
画
。
現
段

小
中
学
校
統
合
に
つ
い
て

 
教
師
に
よ
る
不
祥
事
へ
の

 
対
策
は

　
　
　
　
  
県
教
委
と
連
携
し
な
が
ら
非
違
行
為

　
　
　
　
  
根
絶
に
取
り
組
み
ま
す岡　

部　

勝　

一

問問　

教
師
等
に
よ
る
不
祥
事
が

多
発
し
て
い
る
が
、
教
育
現
場

で
の
対
策
と
県
教
委
等
へ
の
要

望
・
意
見
は
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

県
教
育
委
員
会

で
、
教
職
員
の
綱
紀
粛
正
、
服

務
規
律
確
保
が
討
議
さ
れ
た
。

非
違
行
為
根
絶
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問問　

町
発
展
の
た
め
に
は
、
教

育
の
再
生
が
必
要
で
あ
り
、
根

本
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

一
つ
は
、
教
員

と
は
、
教
育
と
は
の
原
点
。
二

つ
は
、
地
域
と
教
員
の
つ
な
が

教
育
委
員
長

階
で
は
教
育
課
程
特
例
校
の
予

定
は
な
い
が
、
研
究
中
で
す
。

複
数
担
任
に
つ
い
て

問問　

低
学
年
の
複
数
担
任
の
考

え
は
あ
る
か
。

教
育
教
育
長長　

低
学
年
の
児
童
は
、

自
立
支
援
の
必
要
な
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
り
、
将
来
的
に
は
複
数

担
任
制
も
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
館
に
つ
い
て

問問　

学
童
ク
ラ
ブ
か
ら
児
童
館

へ
移
行
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町町
長長　

学
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
は

も
と
よ
り
、
児
童
館
、
あ
る
い

は
児
童
セ
ン
タ
ー
等
の
開
設
に

つ
い
て
も
、
十
分
視
野
に
入
れ

て
い
き
た
い
。

完成間近の統合小中学完成間近の統合小中学校校

り
。
三
点
目
は
、
人
権
感
覚
を

磨
く
研
修
。
そ
し
て
自
己
肯
定

感
を
高
め
る
こ
と
が
大
事
。
褒

め
ら
れ
て
伸
び
る
、
教
師
も
同

じ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　

学
校
へ
の
教
育
長
出
前
ト

ー
ク
の
開
催
も
必
要
だ
。

教
育
教
育
長長　

各
学
校
長
と
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

問問　

会
話
と
対
話
の
違
い
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
委
員

教
育
委
員
長長　

会
話
は
、
あ
る

物
事
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
対

話
は
、
相
手
の
人
格
を
含
め
た

内
容
で
話
し
合
う
。
心
を
割
っ

て
話
し
合
う
と
考
え
ま
す
。

問問　

保
育
園
も
含
め
た
中
で
、

児
童
・
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

こ
ど
も
課

こ
ど
も
課
長長　

全
職
員
の
研
修

等
で
対
応
し
ま
す
。

問問　
「
が
ん
教
育
」の
モ
デ
ル
校

へ
の
参
画
と
、
校
庭
の
芝
生
化

の
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
教
育
長長　

モ
デ
ル
校
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

校
庭
の
芝
生
化
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

前　

号
の
記
事
中
、
転
載
の
誤
り

33

が
あ
り
ま
し
た
。
修
正
し
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
文
中
、
中
段
の

『
問問　

不
在
者
投
票
で
、
自
己
負
担

等
は
な
く
せ
な
い
の
か
。』

選選
挙
管
理
委
員

挙
管
理
委
員
長長　

長
野
県
選
挙
管

理
委
員
会
を
通
じ
要
望
し
ま
す
。

『
正
』
は
、

問問　

投
票
日
当
日
の
投
票
所
に
お
け

る
、
投
票
時
間
の
短
縮
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

選選
挙
管
理
委
員

挙
管
理
委
員
長長　

長
野
県
選
挙
管

理
委
員
会
を
通
じ
要
望
し
ま
す
。



一
般
質

一
般
質
問

一
般
質

一
般
質
問

一
般
質
問
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黄金に輝く「コシヒカリ黄金に輝く「コシヒカリ」」

TPP参加で町が受ける影響は
　　　　  試算可能なブロイラーは
　　　　  20%減少予測です

高見澤　春　野

町長

問問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
、
町
へ
の

影
響
が
ど
の
く
ら
い
か
、
試
算

と
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

町町
長長　

農
山
村
の
生
活
基
盤
と

基
幹
産
業
を
崩
壊
さ
せ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
試
算
可
能
な

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
、
減
少
率　

%
、

20

6
埀
4
0
0
万
円
減
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
影
響
や
対
策
は
、
今

後
の
動
向
を
見
て
対
応
し
ま
す
。

問問　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
へ
の
見
解

は
。

町町
長長　

医
療
面
で
は
、
低
所
得

者
へ
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
る

の
で
、
千
曲
病
院
の
医
師
も
国

へ
働
き
か
け
ま
す
。
国
益
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
、
慎
重
な
対

応
を
望
み
ま
す
。

町
道
管
理
に
つ

い
て

国
保
の
県
営
化
は
保
険
税
の
一
層

の
値
上
げ
に
な
る
の
で
は

　
　
　
　
  
リ
ス
ク
が
分
散
し
運
営
が
安
定

　
　
　
　
  
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

井　

出　

清　

嗣

問問　

国
民
皆
保
険
制
度
の
重
要

な
柱
で
あ
る
国
保
を
維
持
し
て

い
く
上
で
、
国
庫
負
担
金
が
こ

こ
二
十
数
年
間
に
、
半
減
し
て

い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

町町
長長　

1
9
9
6
年
当
時
、
医

療
費
の　

%
だ
っ
た
の
が
、
昨

45

年
度
は　

・
7
%
し
か
来
て
い

23

ま
せ
ん
。
制
度
を
作
っ
た
国
が

責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
国

費
の
大
幅
な
投
入
を
要
請
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　

加
入
世
帯
の
低
所
得
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

町
長

町町
長長　

町
の
加
入
世
帯
の　

%
49

が
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
受
け

て
い
ま
す
。
町
民
一
人
当
た
り

所
得
は
、
東
信
で
最
下
位
の
方

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
い
つ
も

強
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

問問　

当
面
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
、
こ
れ
以
上
の
保

険
税
値
上
げ
を
く
い
止
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町町
長長　

多
く
の
市
町
村
が
、
法

定
外
の
繰
り
入
れ
を
し
て
い
る

の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
他
保

険
加
入
者
と
公
平
性
も
考
慮
し
、

現
時
点
で
は
繰
り
入
れ
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
運
営

協
議
会
の
御
意
見
を
十
分
聞
い

て
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問問　

県
営
化
さ
れ
る
と
、
医
療

費
を
下
げ
る
た
め
に
今
ま
で
町

問問　

町
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル

周
り
が
、
経
年
で
沈
下
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

除
雪
作
業
、
送
迎
車
輌
運

行
時
危
険
で
あ
る
。
早
急

に
点
検
・
補
修
す
べ
き
で

は
。
補
修
の
工
法
も
、
あ

る
程
度
統
一
し
て
は
ど
う

か
。

町町
長長　

容
易
な
も
の
は
地
元
、

町
の
作
業
員
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
段
差
の
著
し
い
も
の
は
、

業
者
発
注
し
て
い
ま
す
。

　

走
行
方
向
に
対
し
て
、
ひ
し

形
が
今
の
と
こ
ろ
長
持
ち
す
る

の
で
、
ひ
し
形
補
修
で
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ

い
て

問問　

減
量
化
は
実
現
で
き
て
い

る
か
。

町町
長長　

一
般
廃
棄
物
の
総
量
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
可
燃
物

は
4
・
9
%
増
え
て
い
ま
す
。

　

減
量
化
に
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

で
や
っ
て
き
た
よ
う
な
、
努
力

が
さ
れ
な
く
な
ら
な
い
か
。

町町
長長　

そ
の
心
配
は
あ
る
が
、

町
と
し
て
健
康
管
理
は
今
ま
で

ど
お
り
や
っ
て
い
き
ま
す
。

（
こ
の
他
に
も
、
こ
ど
も
議
会

に
つ
い
て
。
マ
イ
マ
イ
ガ
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま
す
。）

有効
期限 平成00年00月00日

記号　さくほ　　　　番号　000000000
氏名　佐久穂　太　郎　　　　　性別　男

生 年 月 日　昭和00年00月00日
取得年月日　昭和00年00月00日
交付年月日　平成00年00月00日
　主 住 所　佐久穂町大字0000番地
　世 帯 主　佐久穂　太　郎
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総総 括括 質質 疑疑

請請願願・・陳陳情情・・発発議議

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

地
方
の
財
源
確
保
の
た
め

の
意
見
書
援
択
に
関
す
る

陳
情

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進

　

議
員
連
盟

会
長　

板　

垣　

一　

徳

　

石
油
石
炭
税
の
税
率
の
、
特

例
措
置
に
よ
る
税
収
の
一
部
を

市
区
町
村
に
譲
与
す
る
制
度
創

設
を
求
め
る
も
の
。

全
員
賛
成
（
採
択
）

★ ★ ★

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情
★ ★ ★

憲
法　

条
の
発
議
要
件
緩

96

和
に
反
対
す
る
請
願

　

佐
久
穂
町
大
字
高
野
町

倉　

沢　
　
　

弘

　

紹
介
議
員

井　

出　

清　

嗣

　

憲
法
改
正
を
安
易
に
す
る
た

め
に
第　

条
を
改
正
し
て
、
発

96

議
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
反

対
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

賛
成
少
数
（
不
採
択
）

★★★

請請請請請請請請請請請
願願願願願願願願願願願
★★★

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対

す
る
意
見
書
の
提
出
に
関

す
る
発
議

　

全
国
町
村
議
長
会

会
長　

蓬　
　
　

清　

二

　

道
州
制
の
導
入
を
阻
止
す
る

た
め
、
全
国
の
町
村
に
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

賛
成
多
数
（
採
択
）

★★★

発発発発発発発発発発発
議議議議議議議議議議議
★★★

債
権
管
理
条
例
に
つ
い
て

●●問問
 
　

私
債
権
の
適
切
な
管
理
を

行
っ
て
不
良
債
権
を
増
や
さ
な

い
、
と
い
う
目
的
だ
が
、
債
権

の
消
滅
に
は
債
権
者
の
権
利
放

棄
か
、
債
務
者
の
時
効
援
用
が

必
要
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時

効
の
援
用
に
つ
い
て
説
明
を
願

い
た
い
。

●●答答
 
　

時
効
期
間
が
満
了
し
て
、

債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
時

効
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
を
意

思
表
示
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、

時
効
だ
か
ら
私
は
払
い
ま
せ
ん

よ
と
意
思
表
示
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
公
法
上
の
債
権
に
は

こ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●●問問
 
　

対
象
と
な
る
「
私
法
上
の

債
権
」
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

●●答答
 
　

水
道
料
金
、
公
立
病
院
の

診
察
料
、
公
営
住
宅
の
家
賃
、

あ
と
住
民
等
に
対
す
る
貸
付
金

制
度
が
、
こ
の
条
例
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●●問問
 
　

給
食
費
と
、
下
水
道
料
金

は
含
ま
れ
な
い
の
か
。

●●答答
 
　

給
食
費
は
、
町
の
公
会
計

に
入
っ
て
い
な
い
の
で
対
象
外

で
す
。
下
水
道
料
金
は
、
公
法

上
の
債
権
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●●問問
 
　

第
6
条
の
権
利
放
棄
に
つ

い
て
は
。

●●答答
 
　

客
観
的
に
み
て
、
将
来
的

に
徴
収
の
見
込
み
が
立
た
な
い

場
合
は
、
時
効
を
迎
え
た
時
点

で
債
権
放
棄
が
で
き
る
こ
と
を

規
定
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

時
効
が
完
成
し
て
も
債
務
者
が

時
効
援
用
を
し
な
い
ま
ま
債
権

の
一
部
を
履
行
し
た
り
、
何
年

か
か
っ
て
も
完
納
す
る
と
い
う

意
思
を
示
し
た
場
合
は
、
例
外

的
に
適
用
し
な
い
こ
と
も
あ
る
、

な
ど
の
例
外
規
定
を
設
け
て
い

ま
す
。

井

出

清

嗣   
議
員
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活活 動動 かか らら活 動 か ら活活 動動 かか らら
総務文総務文教教常任委員常任委員会会

　

地
方
交
付
税
の
今
年
度
交
付

額
が　

億
8
埀
8
4
9
万
7
千

41

円
と
確
定
し
、
当
初
予
算
に
対

し
4
億
0
埀
2
8
3
万
7
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
庫
支
出
金
の
教
育

費
国
庫
補
助
金
交
付
額
も
9
埀

4
4
2
万
2
千
円
と
確
定
し
、

当
初
予
算
に
対
し
1
埀
4
0
2

万
9
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

　

こ
れ
に
よ
り
、
統
合
小
中
学

校
建
設
の
た
め
の
公
共
施
設
整

備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
当
初

予
算
よ
り
4
億
4
埀
0
0
0
千

万
円
の
減
額
と
し
、
補
正
を
行

い
ま
し
た
。

　

収
入
は
前
年
度
比　

億
4
埀

11

3
7
4
万
8
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

■
町　

税
■

　

前
年
度
比
1
埀
8
9
3
万
3

千
円
の
減
（
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
に
よ
る
）

■
国
庫
支
出
金
■

　

前
年
度
比
2
億
1
埀
0
9
0

万
6
千
円
の
増
（
学
校
建
設
国

庫
負
担
金
の
増
額
に
よ
る
）

■
財
産
収
入
■

　

前
年
比
2
埀
3
8
3
万
4
千

円
の
増
（
東
馬
場
霊
園
販
売
金

の
増
）

■
基
金
か
ら
の
繰
入
■

　

前
年
度
比
3
億
3
埀
3
0
0

万
円
の
増
（
減
債
基
金
か
ら
の

繰
入
増
額
）

■
地
方
債
■

　

前
年
度
比
7
億
1
埀
8
3
4

万
2
千
円
の
増
（
合
併
特
例
債

の
増
額
に
よ
る
）

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

平
成　

年
度 
一
般
会
計

24決
算
認
定
の
概
況

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

　

支
出
は
前
年
度
比　

億
4
埀

11

9
0
1
万
8
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

■
物
件
費
■

　

前
年
度
比
1
億
2
埀
4
0
1

万
9
千
円
の
減
（
道
路
台
帳
整

備
委
託
料
、
統
合
小
中
学
校
基

本
設
計
委
託
料
の
減
）

■
普
通
建
設
事
業
費
■

　

前
年
度
比　

億
6
埀
4
9
9

13

万
4
千
円
の
増
（
統
合
小
中
学

校
本
体
工
事
費
）

■
公
債
費
■

　

前
年
度
比
3
億
7
埀
9
3
0

万
6
千
円
の
増
（
繰
り
上
げ
返

済
の
増
）

■
基
金
費
■

○
前
年
度
比
1
億
0
埀
0
8
4

万
8
千
円
の
減

　

平
成　

年
度
決
算
の
特
徴
と

24

し
て
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金

の
積
立
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

財
政
調
整
基
金
の
積
立
が
減
少

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平成25年度

補 正 予補 正 予 算算

　

道
州
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、

事
務
権
限
の
受
け
皿
と
い
う
名

目
の
も
と
、
事
実
上
の
町
村
合

併
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
お
そ
れ

が
高
く
、
現
在
の
市
町
村
や
都

道
府
県
に
比
べ
、
住
民
と
行
政

と
の
距
離
が
遠
く
な
り
、
住
民

自
治
が
衰
退
し
ま
す
。

　

町
村
は
、
国
民
の
生
活
を
支

え
る
た
め
、
住
民
と
と
も
に
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
効

率
性
や
経
済
性
を
優
先
し
、
地

域
の
伝
統
や
文
化
、
郷
土
意
識

を
無
視
し
て
つ
く
り
上
げ
る
団

体
は
、
住
民
を
置
き
去
り
に
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
道
州
制
の
導
入
に
断

固
反
対
す
る
議
案
を
議
員
発
議

す
る
こ
と
に
決
定
し
、
本
会
議

に
お
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

道道道道道道道道道道道
州州州州州州州州州州州
制制制制制制制制制制制
導導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入入
ににににににににににに
断断断断断断断断断断断
固固固固固固固固固固固

反反反反反反反反反反反
対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるる
意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見
書書書書書書書書書書書
ののののののののののの

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
ににににににににににに
つつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいい
ててててててててててて
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認
定
第
2
号
か
ら
認
定　

号
10

ま
で
の
7
項
目
を
、
全
員
賛
成

で
原
案
通
り
認
定
し
ま
し
た
。

■ 
障
害
者
支
援
事
業 
■

　

前
年
比
2
埀
3
0
2
万
1
千

円
の
増
（
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

増
、
利
用
促
進
と
「
陽
だ
ま
り

の
家
」
利
用
者
の
定
着
）

■ 
保
険
衛
生
一
般
経
費 
■

　

佐
久
広
域
連
合
負
担
金
3
埀

8
8
9
万
3
千
円
（
上
田
市
が

負
担
し
て
く
れ
れ
ば
減
る
）

■ 
農
林
水
産
業
費 
■

　

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
用
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
4
・
5
㎞
分
、

大
石
地
区
5
0
9
万
3
千
円
。

■ 
商
工
費 
■

　

自
然
環
境
整
備
支
援
事
業
。

古
谷
渓
谷
、
八
千
穂
レ
イ
ク
周

辺
1
埀
0
4
5
万
2
千
円
。

　

索
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
3
埀
9
5
8
万
2
千
円
。

（
笹
子
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
に

よ
る
お
客
の
減
少
）

平
成　

年
度

24

一
般
会
計
決
算
認
定

平
成　

年
度
補
正

25

　

農
業
振
興
費
1
4
1
万
7
千

円
。

一
般
委
託
料
、
匠
の
技
事
業
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
秋
切
り
試
験

栽
培
、
果
樹
凍
霜
害
防
止
資
材

等
。

　

林
業
総
務
費
2
2
万
4
千
円
。

一
般
委
託
料
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、

日
本
ザ
ル
わ
な
設
置
等

　

松
喰
い
虫
防
除
の
薬
材
と
生

分
解
シ
ー
ト
購
入
等
。

佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
開
業

　

佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
開
業
でで

医
療
連
携
を
す
る
た
め
に
、

医
療
連
携
を
す
る
た
め
に
、
電電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
が

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
が
進進

め
ら
れ
て
い
ま
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。。

院
内
の
事
務
簡
素
化
、
他

　

院
内
の
事
務
簡
素
化
、
他
病病

院
と
の
情
報
共
有
化
の
た
め

院
と
の
情
報
共
有
化
の
た
め
にに

メ
ー
カ
ー
、
シ
ス
テ
ム
の
業

メ
ー
カ
ー
、
シ
ス
テ
ム
の
業
者者

選
定
の
た
め
の
説
明
が
あ
り

選
定
の
た
め
の
説
明
が
あ
り
まま

し
た
し
た
。。

佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
開
業

　

佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
開
業
にに

よ
り
佐
久
の
医
療
地
図
が
大

よ
り
佐
久
の
医
療
地
図
が
大
きき

く
変
わ
る
と
思
わ
れ
ま
す

く
変
わ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。。

千
曲
病
院
の
今
後
す
す
む

　

千
曲
病
院
の
今
後
す
す
む
べべ

き
方
向
と
し
て
、
高
齢
層
の

き
方
向
と
し
て
、
高
齢
層
の
町町

民
が
多
い
こ
と
か
ら
、
整
形

民
が
多
い
こ
と
か
ら
、
整
形
外外

科
、
内
科
を
中
心
と
し
て
、

科
、
内
科
を
中
心
と
し
て
、
リリ

ハ
ビ
リ
の
充
実
し
た
病
院
を

ハ
ビ
リ
の
充
実
し
た
病
院
を
目目

指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
3

指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
3
カカ

年
で
増
、
改
築
を
す
す
め
る

年
で
増
、
改
築
を
す
す
め
る
計計

画
で
す
。
平
成

年
度
は
リ

画
で
す
。
平
成　

年
度
は
リ
ハハ

2525

ビ
リ
棟
の
増
築
で
す
。
現
在

ビ
リ
棟
の
増
築
で
す
。
現
在
工工

事
が
進
ん
で
い
ま
す

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。。

鉄
筋
造
り
2
階
建
て
、
延

　

鉄
筋
造
り
2
階
建
て
、
延
べべ

床
面
積
5
6
7

床
面
積
5
6
7
㎡㎡
でで
す
。
す
。

ハ
ー
ド
面
の
充
実
と
合
わ

　

ハ
ー
ド
面
の
充
実
と
合
わ
せせ

て
、
ソ
フ
ト
面
（
職
員
、
医

て
、
ソ
フ
ト
面
（
職
員
、
医
師師

等
の
接
遇
、
技
術
向
上
等
）

等
の
接
遇
、
技
術
向
上
等
）
のの

充
実
も
望
む
と
こ
ろ
で
す

充
実
も
望
む
と
こ
ろ
で
す
。。

生
ま
れ
変
わ
る

生
ま
れ
変
わ
る 
千
曲
病
院

曲
病
院

生
ま
れ
変
わ
る

生
ま
れ
変
わ
る 
千千
曲
病
院

曲
病
院

生
ま
れ
変
わ
る 
千
曲
病
院

珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊
珊珊珊

委
員
会
審

委
員
会
審
査

委
員
会
審

委
員
会
審
査査

委
員
会
審
査

カーネーション試験栽培圃カーネーション試験栽培圃場場
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委委委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員員員 会会会会会会会会会会会会会会会会会会 合合合合合合合合合合合合合合合合合合 同同同同同同同同同同同同同同同同同同 視視視視視視視視視視視視視視視視視視 察察察察察察察察察察察察察察察察察察
9月26日〜27日 美濃加茂市　八尋産業㈱

北杜市　小水力発電所 クリーンでんでん
　

岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
「
八
尋
産

業（
株
）」
の
減
圧
乾
燥
を
視
察
し

ま
し
た
。
大
矢
正
昭
社
長
よ
り
丁

寧
な
説
明
を
受
け
、
稼
働
中
の
乾

燥
機
を
見
て
来
ま
し
た
。

　

市
場
に
出
回
ら
な
い
規
格
外
の

農
産
物
の
中
に
は
、
廃
棄
さ
れ
て

い
る
も
の
も
多
い
。
こ
の
規
格
外

農
産
物
が
乾
燥
す
る
こ
と
で
、
別

の
食
品
原
料
に
な
り
ま
す
。
年
に

一
度
し
か
収
穫
で
き
な
い
野
菜
や

果
実
を
、
乾
燥
、
保
存
す
る
こ
と

で
通
年
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
「
減
圧

平
衡
発
熱
乾
燥
法
」
で
す
。
減
圧

す
る
こ
と
で
、　

〜　

度
と
い
う

30

40

野
菜
や
果
実
が
熟
成
す
る
温
度
帯

で
、
水
分
が
蒸
発
し
乾
燥
す
る
た

め
、
旨
み
が
増
し
栄
養
分
が
濃
縮

さ
れ
ま
す
。
色
は
鮮
や
か
な
ま
ま

変
わ
ら
ず
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、

カ
キ
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
、
ミ
カ
ン
、

キ
ウ
イ
の
規
格
外
品
で
「
ふ
ぞ
ろ

い
な
果
実
」
の
名
前
で
商
品
化
し

て
い
ま
す
。
魚
類
、
海
産
物
、
猪

肉
、
シ
カ
肉
も
加
工
で
き
ま
す
。

ま
た
、
粉
末
に
す
る
こ
と
で
、
加

工
食
品
や
機
能
性
食
品
の
原
料
に

利
用
で
き
、
中
山
間
地
の
農
業
所

得
の
向
上
を
図
る
手
段
と
し
て
、

有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

委
員
会
合
同
視
察
2
日
目
は
、

山
梨
県
北
杜
市
の
小
水
力
発
電

所
「
ク
リ
ー
ン
で
ん
で
ん
」
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

北
杜
市
が
、
平
成　

年
4
月

19

か
ら
運
転
し
て
い
る
、
出
力
3

3
0　

の
水
力
発
電
所
で
す
。

kw

建
設
費
は
4
億
4
埀
0
0
0
万

円
で
、
年
間
発
電
量
は
2
2
0

万　

、
一
般
家
庭
約
6
0
0
軒

kw
分
に
相
当
し
ま
す
。

　

ま
た
C
O
2
の
排
出
抑
制
効

果
は
、
年
間
約
9
0
0
ト
ン
に

な
り
ま
す
。
起
こ
し
た
電
気
は

近
く
の
大
門
浄
水
場
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
同
一
水
系
で

北
杜
市
と
、
三
峰
川
電
力
（
株
）

と
の
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
同
規
模
の
発
電
所
が
3

か
所
、
平
成　

年
か
ら
運
転
し

24

て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
が
さ
け
ば
れ
て
い
る
時

だ
け
に
、
水
資
源
の
豊
か
な
佐

久
穂
町
で
も
、
実
現
の
可
能
性

は
充
分
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾

燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命

村
山
六
ケ
村
堰
用
水
路

小
水
力
発
電

小
水
力
発
電
所所

減圧乾燥減圧乾燥機機

発電所内発電所内部部取 水取 水 口口

　

平
成　

年
第
7
回
臨
時
会
が

25

8
月
9
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
2
件

煙
鳥
獣
被
害
防
止
ワ
イ
ヤ
ー
メ

　

ッ
シ
ュ
柵
売
買
契
約
の
締
結
。

　

佐
口
、
八
郡
、
森
腰
地
区
に

　

鳥
獣
食
害
防
止
柵
を
設
置
し

　

ま
す
。

　

契
約
先　

柳
田
四
郎
商
店

煙
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
売
買
契

　

約
の
締
結

　

四
ツ
谷
班
の
消
防
ポ
ン
プ
自

　

動
車
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

契
約
先　

北
信
ポ
ン
プ

　

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
7
回

第
7
回 　

  
臨
時
臨
時
会会
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佐
久
広
域連

合

平
成　

年
度

25第
2
回
定
例
会

　

平
成　

年
6
月　

日
開
催

25

25

◆
議
決
事
項

一
、
正
副
議
長
選
挙
、
常
任
委

　

員
、
議
員
運
営
委
員
の
選
任
、

　

及
び
正
副
委
員
長
の
互
選
が

　

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
久
穂
町
関
係
と
し
て
、

　

総
務
副
委
員
長

　
　

小　

林　

守　

正

　

社
会
文
教
委
員

　
　

井　

出　

清　

嗣

二
、
承
認
案
1
件

　

平
成　

年
度
、
佐
久
広
域
連

24

　

合
一
般
会
計
補
正
予
算
他
5

　

会
計
の
専
決
処
分
の
報
告

三
、
契
約
議
決
案
2
件

　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

の
購
入
に
つ
い
て

四
、
人
事
案
1
件

　

佐
久
広
域
連
合
監
査
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

一一部部事事務務組組合合 議議会会報報告告一部事務組一部事務組合合　議会報告議会報告一部事務組合　議会報告

南
佐
久
環
境

衛
生
組
合

平
成　

年
度

25第
1
回
臨
時
会

　

平
成　

年
6
月　

日
開
催

25

28

◆
議
決
事
項

一
、
正
副
議
長
選
挙
、
常
任
委

　

員
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任

　

及
び
正
副
委
員
長
の
互
選
が

　

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
久
穂
町
関
係
と
し
て

　

副
議
長
・
総
務
常
任
委
員

　
　

佐
々
木　

正　

雄

　

議
会
運
営
副
委
員
長

　

下
水
道
常
任
委
員

　
　

倉　

澤　

治　

貴

　

総
務
常
任
委
員

　
　

高
見
澤　

研　

二

　

下
水
道
常
任
委
員

　
　

高　

橋　

康　

徳

二
、
契
約
議
決
案
1
件

　

水
道
根
幹
的
施
設
の
建
設
工

　

事
委
託
に
つ
い
て
。

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

佐
久
水
道

企
業
団

平
成　

年
度

25第
２
回
定
例
会

　

平
成　

年
8
月
7
日
開
催

25

◆
議
決
事
項

一
、
条
例
案
1
件

　

佐
久
水
道
企
業
団
議
会
委
員

　

会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　

て
。

二
、
認
定
案
1
件

　

平
成　

年
度
会
計
利
益
の
処

24

　

分
及
び
決
算
に
つ
い
て
。

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

芦鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵梓
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
圧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧
斡鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵扱

6
月
〜
8
月
（
主
な
も
の
）

閉閉
会会
中中
のの
議議
員員
活活
動動

閉
会
中
の
議
員
活

閉
会
中
の
議
員
活
動動

閉
会
中
の
議
員
活
動

煙
観
光
協
会
総
会

煙
佐
久
広
域
連
合
定
例
会

煙
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

煙
奥
村
土
牛
記
念
美
術
館
協
議
会

煙
南
佐
久
環
境
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

煙
高
速
道
対
策
協
議
会
総
会

　

6
月
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

煙
茂
来
山
コ
ブ
太
郎
保
護
協
議
会
総
会

煙
南
佐
久
郡
議
長
会
定
例
会

煙
佐
久
水
道
企
業
団
水
源
感
謝
祭

煙
国
道
2
9
9
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

（
茅
野
〜
佐
久
穂
間
）

煙
委
員
会
合
同
町
内
視
察

煙
千
曲
病
院
大
規
模
改
修
工
事
安
全
祈
願
祭

煙
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

煙
郡
町
村
議
会
議
員
交
流
会

煙
女
性
み
ち
の
会
総
会

　

7
月
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

煙
国
道
2
9
9
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

煙
佐
久
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

煙
成
人
式

煙
県
道
下
仁
田
佐
久
穂
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

煙
健
康
管
理
合
同
会
議

　

8
月
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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めざせ!そば打ち名人めざせ! そば打ち名人!!
由　井　勝　之

しししししししししししししししししし
らららららららららららららららららら
かかかかかかかかかかかかかかかかかか
ばばばばばばばばばばばばばばばばばば

　

町
内
の
休
耕
田
で
沢
山
の
そ

ば
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
花

も
収
ま
り
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差

の
元
で
、
お
い
し
く
な
っ
て
後

は
食
べ
ら
れ
る
の
を
待
つ
だ
け

で
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
ば
に
関
す
る
知

識
を
少
し
お
話
し
し
ま

す
。

　

そ
ば
は
三
ヶ
月
程
で

収
穫
で
き
る
の
で
、
八

月
初
旬
頃
ま
で
に
種
ま

き
し
ま
す
。
立
地
条
件

と
す
れ
ば
、
千
メ
ー
ト

ル
前
後
の
、
水
は
け
の

良
い
痩
せ
た
土
地
で
良

く
、
霧
が
捲
く
所
で
あ

れ
ば
、
低
温
の
湿
度
で

お
い
し
い
そ
ば
の
元
と

な
り
ま
す
。「
霧
下
そ
ば
」
と

言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
ば
の
花
か
ら
は
蜂
蜜
が
採

れ
ま
す
が
、
花
の
咲
く
前
に
葉

や
茎
を
、
お
浸
し
や
炒
め
物
に

し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ル
チ
ン

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

血
圧
、
血
管
の
老
化
、
動
脈
硬

化
の
予
防
等
、
健
康
野
菜
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

　

そ
ば
を
食
べ
た
時
に
、
歯
に

ジ
ャ
ミ
ジ
ャ
ミ
と
し
た
事
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
自
家
製

の
そ
ば
粉
で
は
、
細
か
い
石
や

土
が
取
り
き
れ
な
い
で

入
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
す
。
こ
ん
な
経
験
か

ら
「
そ
ば
は
喉
ご
し
で

食
べ
る
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
、
佐
久
穂
町
そ

ば
組
合
製
粉
所
は
、
石

抜
き
、
み
が
き
、
選
別
、

脱
皮
、
ぬ
き
、
と
完
全

な
行
程
を
進
ん
で
石
臼

で
碾
き
ま
す
の
で
、
お

い
し
い
そ
ば
粉
に
な
る

訳
で
す
。

　

四
月
号
の
議
会
だ
よ

り
で
、
ジ
ー
バ
共
和
国

次回定例会は
12月6日（金）を予定しています。
多くの皆さんの傍聴をお待ちしています。

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

同
じ
「
ア
ン
テ
ナ
さ
く
ほ
」
の

事
業
の
中
で
、
そ
ば
打
ち
の
指

導
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
農
政

係
の
主
催
で
、
毎
年
十
二
月
初

め
に
そ
ば
打
ち
講
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
実
施
さ
れ

る
よ
う
で
し
た
ら
人
数
制
限
は

あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

美味しいお
そばを

食べましょ
う

　

9
月
8
日
に
2
0
2
0
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
東
京
で
開

催
さ
れ
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

7
年
後
の
開
催
に
向
け
、
多
く

の
業
界
で
の
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
と
、
連
日
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
週
間
後
の
9
月　

日
、
大

16

型
で
強
い
台
風　

号
が
日
本
に

18

上
陸
し
、
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
佐
久
穂

町
で
も
多
く
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
、
早
急
な
復
旧
作
業
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中　

月
1
日
に
は
政

10

府
が
消
費
税
8
％
へ
の
引
き
上

げ
を
表
明
。
百
万
円
使
え
ば
、

今
ま
で
よ
り
三
万
円
多
く
払
う

こ
と
と
な
る
と
考
え
る
と
、
非

常
に
大
き
な
増
税
。
私
た
ち
の

生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

必
至
で
す
。

　

五
輪
、
災
害
、
増
税
も
過
去

の
日
本
が
通
っ
て
き
た
道
で
す

が
、
少
子
高
齢
社
会
、
デ
フ
レ

経
済
で
多
額
の
借
金
を
抱
え
た

現
状
で
は
、
受
け
取
め
方
が
違

い
ま
す
。「
明
る
い
未
来
」
と

い
う
よ
り
も
、「
暗
い
未
来
を
ど

う
照
ら
す
か
」
を
考
え
る
毎
日

で
す
。 編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
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